
（円）

（円）

（円）

（円）

（円）

（円）

（円）

（円）

（円）

1 （人）

2 （人）

3 （日）

4 （人）

5 （件）

6 （回）

7 （回）

8 （回）

9 （回）

10 （回）

主催講座（健康づくり） 7 11 4 4

自主事業開催回数 109 131 109 134

主催講座（世代間交流） 5 2 5 4

主催講座（教養の向上） 23 19 29 31

貸室利用件数 3,516 2,752 3,504 2,666

主催講座（生きがいづくり） 100 107 102 100

開所日数 293 293 293 292

1日平均利用者数 185 159 179 156

個人利用者数 33,945 32,144 37,334 31,357

団体利用者数 20,220 14,422 15,191 14,316

利用状況を示す指標
令和4年度 令和5年度

計画 実施結果 計画 実施結果

収支差額 17,000 283,093 18,500 137,600

３　施設の利用状況

その他 0 0 0 0

合計 13,743,000 13,741,141 13,749,000 13,917,031

13,010,031

自主事業 733,000 914,075 739,000 907,000

合計 13,760,000 14,024,234 13,767,500 14,054,631

支
出

管理経費 13,010,000 12,827,066 13,010,000

1,044,600

その他 0 34 0 31

収
入

委託料 13,010,000 13,010,000 13,010,000 13,010,000

自主事業 750,000 1,014,200 757,500

(4)指定管理者
が行う業務内容

1　高齢者の生きがいづくり、健康づくり世代間交流等に関する講座、研修等の実施。
2　高齢者・高齢者団体の交流及び活動に対する支援に関すること。
3　高齢者に係る相談及び情報提供に関すること。
4　使用者及び使用団体登録申請にかかる業務。
5　施設の使用申請・許可等にかかる業務。

(5)指定管理者
の収支

令和4年度 令和5年度

計画 実施結果 計画 実施結果

(1)指定管理者 一般社団法人吹田市高齢クラブ連合会

(2)指定期間 令和4年4月1日～令和9年3月31日

(3)選定方法 公募

１　施設の概要

(1)設置目的 高齢者が教養を深め、又は相互に交流することにより、生きがいづくりをする拠点。

(2)規模、開館日
等

開館日　　 月～土曜日午前9時～午後5時30分
休館日　　 日・祝休日及び年末年始
施設概要　交流サロン（個人利用スペース）
　　　　　　　多目的室1・2・3・4（団体専用貸し室）
　　　　　　　生きがい教室1・2（団体専用貸し室及び自主事業での使用スペース）

２　指定管理者の概要

【令和5年度】指定管理者制度導入施設の管理運営状況総合評価シート

施設名 吹田市立高齢者生きがい活動センター 所管部室課名 高齢福祉室

所在地 吹田市津雲台1-2-1 千里ニュータウンプラザ5階 設置年月日 平成24年7月1日



(6)総合評価

　協定書等をおおむね遵守し、施設の管理運営を行っていた。
　職員と利用者との関わりを大切にし、些細な意見にも丁寧に対応していた。日々清潔な施設管理にも努め
ており、アンケートでは、「皆いつも丁寧に対応されている」と満足する声をいただいた。
　健康に対するニーズが多いため、「かる塩」から身体を動かす講座まで幅広く開催するなど利用者の声に
寄り添い、できることはすぐに実行し、利用者の健康増進や生きがいづくり、交友関係の構築等に繋がって
いる。

(3)管理を安定し
て行う人員、資
産その他の経営
規模及び能力

　通常3名以上が勤務しており、利用者ひとりひとりに寄り添った施設運営が行えている。
　当該法人は主な収入が会費、市の補助金であるため、多額の収入は見込めないが、例年決算額は黒字
と安定している。

(4)施設の管理
経費の縮減

　光熱水費が高騰する中、室温計による湿度と室温のチェックにより、空調の過剰運転を抑止し、サーキュ
レーター使用による冷暖房の効率的な使用等光熱水費の縮減に努められた。

(5)その他
　ユニバーサルデザイン研修の受講、写真や動画を用いたホームページ、LINE、インスタグラムでの情報発
信等電子媒体での広報活動にも積極的であり、利用者の確保に努めている。

５　管理運営状況に対する評価

項目 評価

(1)市民の平等な
利用の確保

　設置条例・施行規則等を遵守し、使用許可を行っている。使用許可の判断が難しい場合には市に相談の
うえ対応しており、条例や要綱等に基づき、適切に判断しようとする姿勢、なるべく多くの市民に施設を利用
してもらおうという姿勢が窺える。

(2)施設の効用
の発揮

　日頃の会話、利用者アンケートにてニーズを把握しており、要望の多い健康づくりの講座を重点的に実施
する等講座内容に反映している。また、これまで人気だった講座の参加者が低迷したため、内容や講座名
をリニューアルするなど時代の流れやニーズに迅速に対応された。
　また、利用者からは「指先を使うので心身共に良い」「人と交流できて有難い」「体力の維持にとても役立っ
ている」と声があった。施設を利用することで、利用者の健康増進や生きがいづくり、交友関係の構築等に
繋がっている。

４　利用者ニーズの把握の状況

(1)把握方法 　利用者アンケート、利用者との日頃の会話により把握。

(2)把握結果
　アンケート結果では、「体力の維持に役立っている」「楽しくおしゃべりできる」など、おおむね満足との評価
結果を得ている。

(3)結果を受けて
の対応状況

　利用者の要望に対し、対応できることは迅速に実施している。また、検討した結果、実現が困難な要望に
対しては、代替案の提案や丁寧な説明を行い、理解が得られるよう努めている。


